
  

 

 

 

 

 

 

               

「４つの愛」と「５つの柱」 
校長 伊藤 康次 

 

 有名タレントが町をぶらぶら歩きながらその土地の歴史や地形、産業などをアシスタントのアナウンサーとと

もに巡る旅番組が復活しました。私も大好きな番組で、毎週欠かさず見ています。今回のシリーズは、これまで

の番組コンセプトを少し変えて、街道を巡る旅のようです。 

 旧街道にはとても面白い魅力があります、私の住んでいる北千住には、「旧日光街道」が

あります。現在の国道４号線よりももう少し北千住駅寄りに通っていて、千住大橋から現

在の足立市場付近を通過し、「本町通り」、「宿場町通り」と言われる道筋を通っています。

荒川土手の手前からは「旧水戸街道」の分岐もあります。 

 特に足立市場付近は、かつては「やっちゃ場」（「やっちゃ」とは競りの時の掛け声だそ

うです）と呼ばれる青物問屋が軒を連ねており、当時の雰囲気を感じることができるよう

軒先には当時の屋号の木札が飾られています。 

  

 本郷通り（都道４４５号）は東京大学農学部付近で中山道（国道１

７号）と分岐します。「本郷追分」です。小さな案内板が立っている

だけで、ほとんど気付かれずひっそりとした追分（街道の分岐点）ですが、この「本郷通り」

は、かつては「日光御成街道」と称して、将軍家が日光社参する際に利用した街道です。 

 現在の昌平橋と万世橋の中程にある筋違門（旧万世橋駅の近くです）から神田川を渡り、

中山道（国道１７号）を行き、先ほどの本郷追分を北進して、北区飛

鳥山、岩淵を経て埼玉県の川口、岩槻と進み、幸手の宿でいわゆる日

光街道に合流します。 

 私も以前、万世橋から飛鳥山まで日光御成街道を歩いてみましたが、本郷大地や飛鳥山

の起伏を感じたり、北区西ヶ原には「西ヶ原一里塚」（国史跡）が今もなお保存されていた

りとなかなか興味深い道筋でした。 

 

 と、街道巡りの話ばかりしているとそれだけで「独学自修５月号」が終わってしましますので、話題を変えた

いと思います。 

 令和７年度の「学校経営グランドデザイン」で、「４つの愛（「自分愛」、「他者愛」、「学校愛」、「地域愛」）を掲

げ、開校１１０周年に向けて、本校の教育活動を充実させていきたいと４月号でお伝えさせていただきました。 

 そして、この４つの愛を実現させるために「５つの柱」を立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 特に、「地域愛～この町が大好き！」～という思いを育むために、地域の人と関わったり、地域のよさを知った

りすることができるように地域を生かした学びを一層充実させる１年にしたいと思っています。 

 

学校だより ５月号（令和７年５月１日発行） 

墨田区立業平小学校 

墨田区業平２-４-８／(03)3625-0331 

□柱１ 子供の学びを支える授業づくりの推進 

□柱２ 地域を生かした学びの充実 

□柱３ 自己や集団の生活をよりよくしようとする特別活動の充実 

□柱４ 多様な個への支援体制の確立 

□柱５ 規範意識の向上と安心・安全の見える化 

 
旧日光街道と西新井
大師道の分岐を示す
石碑 

 

本郷追分の案内板 

 
西ヶ原一里塚 



 

 


